
ふくやまスマートシティモデル事業実行計画
（ふくやまスマートシティモデル事業コンソーシアム） １
■事業のセールスポイント 福山市の最重要施策である『福山駅前再生ビジョン／福山駅周辺デザイン計画』を、 『ふくやまICT戦略』で位
置付けられた”モビリティ”や”観光”の分野から推進。「次世代モビリティ」や「ふくやま観光MaaS」の導入、「日常・観光・交通等の情報・サービスの連
携・提供」により、駅前再生さらには備後圏域の発展を通じて “新しい豊かさや安心・ 安全な暮らしを創造する未来都市”の実現を目指す。
また、飲食店の路上利用（占用許可基準の緩和）など、新型コロナウイルス感染症対策とも連携して、新しい生活・観光スタイルを創出する。

■本事業全体の概要
位置図

▲重点分野と取組イメージ

広島県

[課題(求められる対応)]
●備後圏域の玄関口である
福山駅前の再生⇒中心
市街地の新たな魅力創出

●高齢者の移動支援や路線
バスの衰退⇒移動需要に
応じた持続可能な移動サ
ービスの提供

●魅力的な観光資源の活用
⇒受入環境整備による観
光誘致と観光消費の促進

●関係人口が活躍できる効
率的な都市インフラの整備

[取組概要（課題オリエンテッドによる取組）]

・福山駅前ウォーカブルエリア内や拠点間の回遊性を高める新モビリティサービス等（自動運転、
歩行支援型オンデマンドモビリティ、都市型MaaS）の実証 ⇒ 『福山駅周辺デザイン計画』等の推進

① 中心市街地での新モビリティサービス等の導入
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◆ふくやまスマートシティモデル事業

◆ふくやまICT戦略（2020年3月策定）

・日常・観光等サービス及び交通の情報発信・サービス提供や、駅前再生等のプランニング
支援を可能とする都市・交通データの蓄積・活用 ⇒ 『ふくやまICT戦略』等の推進

④ 都市・交通データの蓄積・活用

・都市部郊外や中山間部でのオンデマンドシステムによる新たな乗合ﾀｸｼｰ事業（2019年実装）の
ｴﾘｱ拡大、ｻｰﾋﾞｽ拡大（郊外型MaaS) ⇒ 『福山・笠岡地域公共交通網形成計画』の推進

② 郊外部オンデマンドモビリティの導入

・主要な観光地（福山城、ばら公園、鞆の浦等）を観光MaaSアプリにより、ワンストップで
シームレスに楽しめる新たな観光サービスの実証 ⇒ 『第2次 福山市観光ビジョン』の推進

③ ふくやま観光MaaSの導入

「働く・住む・にぎわいが一体と
なった福山駅前」に実現に向
けた官民連携の計画
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■対象区域の概要

広島県福山市
面積：518.14km2
人口：467,837人
（2020年3月末時点）

■対象区域の
ビジョン

（目指すべきまちの姿）

新しい豊かさや
安心・ 安全な
暮らしを創造する
未来都市
(『ふくやまICT戦略』の目指す姿)

先端技術を活用した新たな都市づくり
（Society5.0の実現）の戦略

[取組方針]
①次世代を担う人材の育成
②民間企業等との共創
③実証実験の積極的な受入
れと社会実装への挑戦
④オープンデータ化
（データの蓄積）

◆福山駅前再生ビジョン
（2018年3月策定）

／福山駅周辺デザイン計画
（2020年3月策定）

スマートシティモデル事業による取組

スマートシティモデル
事業による取組

横展開

備後圏域への展開



ふくやまスマートシティモデル事業実行計画
（ふくやまスマートシティモデル事業コンソーシアム）

■運営体制

※1：「道路利活用促進事業」の目標値、※2：「福山・笠岡地域公共交通網形成計画」の目標値、
※3：「第2次福山市観光振興ビジョン」の目標値、※4：「リノベーションまちづくり」の目標値

②郊外部オンデマンドモビリティ①中心市街地での新モビリティサービス③ふくやま観光MaaS

④都市・交通データの蓄積デ
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タ
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（※） ベスト運動：福山都市圏交通円滑化総合計画の主要政策（ノーマイカー運動）

現況値 目標値
駅前再生 駅周辺歩行者数

(駅前交番北側)
平日：869 人/日
休日：717 人/日
（2014年度）

平日：950 人/日
休日：800 人/日
（2021年度）

※1

公共空間の活用件
数（累計）

1 件
（2019年度）

5 件
（2023年度）

利用しやすい
交通環境確保

市民の交通環境に
対する不満割合

21.1 ％
（2016年度）

21 ％以下
（2022年度）

※2

観光振興 総観光客数 7,269 千人/年
（2015年）

8,000 千人/年
（2021年）

※3

観光消費額 32,140 百万円/年
（2015年）

36,600 百万円/年
（2021年）

※3

リノベーション
まちづくりの推進

都市再生推進法人
の指定件数

0 件/年
（2019年度）

4 件/年
（2024年度）

※4

■ スマートシティの目標(KPI)

■ 導入技術

【実施主体】
ふくやまスマートシティモデル事業コンソーシアム
・福山市
・モネ・テクノロジーズ (株) 
・広島県タクシー協会東部支部
・福山市バス交通利用促進協議会
・復建調査設計(株)

ふくやま観光MaaS実行委員会
・(株) 日本旅行
・西日本旅客鉄道(株) 
・(一社)せとうちPEDAL Life
・(公社)福山観光コンベンション協会

利用データ

データプラットフォーム
●日常・観光等サービスや交通の情報案内、サービス提供
●駅前再生等のプランニングの活用
●民間マーケティングへの活用

連

携

外部との連携
〔地域住民等〕
・駅前商店街等事業者
・中心部周辺住民(来街者)
・ふくやまベスト運動会員（※）
・服部学区乗合タクシー運営委員会
・緑陽サポートチーム
・今後展開する郊外部の地域

先端技術によるまちづくり
官民協議会

〔技術連携〕
・シャープ(株)
・ソフトバンク(株)
・(株)シギヤ精機製作所
・(株)メディアテック一心

〔地元大学〕
・福山大学
・福山市立大学

２

･福山駅前ウォーカブルエリア内や拠点間の回遊性
を高める新モビリティサービス等の実証

･都市部郊外や中山間部でのｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞｼｽﾃﾑによる
新たな乗合ﾀｸｼｰ事業のｴﾘｱ拡大、ｻｰﾋﾞｽ拡大

･主要観光地を観光MaaSｱﾌﾟﾘにより、ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ
でｼｰﾑﾚｽに楽しめる新たな観光ｻｰﾋﾞｽの実証

･日常・観光・交通等の情報
発信･ｻｰﾋﾞｽ提供や、ﾌﾟﾗﾝﾆﾝ
ｸﾞ支援を可能とする都市・交
通ﾃﾞｰﾀの蓄積・活用



ふくやまスマートシティモデル事業実行計画
（ふくやまスマートシティモデル事業コンソーシアム）
■ ビジネスモデル

■ スケジュール

年度 2019 2020 2021 2022 2023 2024～

★福山市の動き
･ふくやまICT戦略策定

･福山駅周辺ﾃ゙ｻ゙ｲﾝ計画策定

･新総合体育館完成

・芦田川かわまち広場供用

･第５次福山市総合計画第２期 ･福山城築城400年

･ICT教育機器整備完了

･第2期福山北産業団地完成 ･世界ﾊﾞﾗ会議福山大会

開催（2025年）

★ふくやまICT戦略

①中心市街地での
新モビリティサービスの
導入

②郊外部オンデマンド
モビリティの導入

③ふくやま観光MaaS
の導入

（①～③共通）

④都市・交通データの蓄積・
活用

実証実験
■福山城公園
周遊グリスロ

●本格運行（サービス改善・連携サービス開発）

実証実験～導入
（服部地区・緑陽地区）

●全市候補地
で本格運行

実証実験～導入【地区拡大（芦田地区他）】

●日常・観光・交通等の
連携ｻｰﾋﾞｽ･情報提供

●ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ活用
●民間ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ活用福山駅周辺都市・交通データ蓄積・活用

自動運転・オンデマンドモビリティ利用データ蓄積・活用

連携サービス検討・開発／実証実施

近未来技術等社会実装事業期間（2019～2024） 〔内閣府〕
実証実験 PHRアプリ社会実装 ﾌﾚｲﾙﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞﾀﾙ化社会実装【医療・福祉・介護】

ﾜﾝｽｵﾝﾘｰ実現RPA拡大・ﾁｬｯﾄﾎﾞｯﾄ導入【行政】

●備後地域全体
での本格導入

実証実験～導入（対象地区・機能拡大等）

▲エリア価値を高める経済循環 ▲市域全体の一体的な発展 ▲公と民の連携による推進体制

【エリア価値を高める経済循環と市域全体の一体的発展、広域エリアへの波及】
・官民の良質な投資により、福山駅周辺での都市機能集積やに
ぎわい創出コンテンツづくり、公共空間形成を通じ、ウォーカブル
なまちを形成し、エリア価値を高めていく経済循環を再構築。
・また、本市の都市核の中心である福山駅前と周辺地域のヒト・
モノ・カネ・情報がつながることで相互に経済の好循環を生み出
し、市域全体の一体的な発展を目指す。
・更には、駅前再生と周辺地域の潜在資源の発見・活用が連動
することで新しい持続する産業を生み出し、その効果を備後圏
域から中国・四国地方へと波及させていくこととを目指す。

【公と民の連携による推進体制】
・市民や事業者、行政による推進体制を構築するとともに、それ
ぞれの役割を明確にし、連携して取り組むことにより、持続性を
確保する。

３

●本格運行自動運転バス実証実験■拠点間（福山駅～みらい創造ゾーン）

●本格運行歩行支援型オンデマンドモビリティ実証実験■福山駅周辺ウォーカブルエリア内

実証実験
（福山駅～鞆の浦）



【福山駅前再生ビジョン （2018年3月策定）】
・福山市の「顔」として，また，備後圏域の玄関口として，市民，事業者，行政がめざす福山
駅前の姿を共有し，連携して再生に取り組んでいくための方向性を示すもの

【ふくやまICT戦略 （2020年3月策定）】
・本格的なAI・IoT時代に福山市が都市としての輝きを更に増すことができるよう，先端
技術活用における基本的な視点・取組方針や重点的に推進すべき分野を体系的に取
りまとめたもの

ふくやまスマートシティモデル事業実行計画
（ふくやまスマートシティモデル事業コンソーシアム）

▼ 基本的視点・取組方針・重点分野とめざす姿

▼ 重点分野と社会実装イメージ

【福山駅周辺デザイン計画 （2020年3月策定）】
・福山駅前再生ビジョンに掲げる「働く・住む・にぎわいが一体となった福山駅前」に実現に向けた基
本計画，官民が連携して備後圏域の玄関口にふさわしい駅前として再生を実現
▼ ４つのエリアビジョンの実現に向け官民連携によるさまざまな事業を実施

４


